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「信・愛・和」
信は、「社会に信用・信頼される会社」
愛は、「社会に奉仕する会社」

和は、「社会に協力・協調する会社」を表します。

クオリティの高いサービスを通じ
お客様とともに

価値を創造するベストプランナーとして
環境配慮型社会に貢献する

経営理念 経営ビジョン

YASHIMAの
役割

公共システム
社会生活基盤を支え、快適な
暮らしを実現します。

交通システム
安全・安心・快適なインフラを
提供しています。

01 トップメッセージ
Top Message

株主の皆様には、平素より格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
ここに、第74期上半期（2017年4月1日から2017年9月30日まで）にお

ける営業の概況及び決算の内容等についてご報告申し上げます。
当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による各種政策

の効果により企業収益が改善し個人消費が持ち直すなど、緩やかな回復
基調が続いておりますが、海外経済の不確実性による影響もあり、依然とし
て不透明な状況が続いております。
このような状況の中、当社はエンジニアリングセンターを開設し、エンジ

ニアリング部門の業務環境の整備と各技術分野の連携強化を一層進め、
「ソリューション・エンジニアリング力の強化と拡大」に取組んでおります。
また、重点施策である「ビジネスネットワークによるビジネスチャンスの
拡大」と「グループ会社の収益力強化と事業規模（領域）の拡大」についても
継続して展開しております。
今後も、当社グループの強みである広範かつ多様な事業基盤のもと、「共

に価値を創造するベストプランナー」としてお客様の信頼をより強固な
ものとし、付加価値の高い環境技術・サービスを提供し続けるエンジニアリ
ング会社を目指してまいります。
株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解とご支援を賜ります

ようお願い申し上げます。

株主の皆様へ

代表取締役会長兼社長

02YASHIMAビジネスアウトライン	―事業の全体像と特色―
Socia l  Creat ion by YASHIMA

鉄鋼プラント
製造・生産ラインの
省エネ化を支援しています。

石油・ガス
エネルギーの供給、素材の生産
に貢献しています。

産業システム
モノを生み出していく力を
サポートします。

環境ソリューション
省エネで快適な環境づくりを
提案します。

受託開発（EMS）
システム設計からEMSまでトー
タルソリューションを提供して
います。

電子デバイス・コンポーネント
先端技術を支援し、社会の発
展に貢献します。

プラント事業

産業システム
事業

社会インフラ
事業

電子デバイス・
コンポーネント
事業

より詳細な情報は次ページを
ご覧ください。

※従来「社会インフラ事業」に含めておりました公共システムにつきましては当
第1四半期より「産業システム事業」に変更しております。

「クオリティの高いサービスを通じお客様とともに価値を創造する
ベストプランナーとして環境配慮型社会に貢献する」― それが
八洲電機のグループ経営ビジョンです。当社の持つ高い技術力
で、広く産業界・社会インフラが求めるソリューションを構築して
います。
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事業内容　鉄道分野において、社会生活基盤を支えるインフ
ラの整備・構築を手掛け、お客様のニーズにあった幅広い製品・
システムを提供しています。

事業内容　機器、組込み用半導体、ソフト開発、EMSからloT、
AIなど機能安全等のソリューションへ対応することで、お客様
の真の課題を解決すべく活動しています。

主要取扱製品　鉄鋼システム、自家用発電設備、受変電・配電
設備、圧延設備、電機制御、生産管理システム、これらに関わる
保守・メンテナンスサービスなど

主要取扱製品　空調設備、ビル遠隔監視システム、照明設備、
セキュリティシステム、受変電システム、電力監視システム、
これらに関わる保守・メンテナンスサービスなど

主要取扱製品　車両及び車両電気品、鉄道変電関連システム、
鉄道運行関連システム、駅設備関連システム、これらに関わる
保守・メンテナンスサービスなど

主要取扱製品　マイコン、アナログ半導体、メモリ、IGBT、
液晶モジュール、電池、センサ、FAネットワーク用通信モジュール、
産業用組込みボード、ソフト受託開発

事業内容　省エネ化、高効率化、老朽化に伴う設備管理の充実
といったニーズに、最先端機器と八洲ソリューション技術を組
合わせたシステムを提供しています。

事業内容　空調・冷熱・圧縮機などの環境制御、省エネに配慮
した照明、ITソリューションなど、「安全」「安定」「信頼」の確保・
推進をより具現化した製品システムを提供しています。

鉄鋼・石油・ガス業界のお客様に対し、
電機制御エンジニアリング、プラント機器
工事、発電・受配電設備、省エネ等のトー
タルエネルギーソリューションを提供して
おります。現在、大型ポンプ・送風機等の
省エネを実現する新型高圧ダイレクトイ
ンバータの販売に注力しており、多くの
お客様にご採用いただいております。

省スペース型
新型高圧ダイレクトインバータ�
E2シリーズ

大学、病院、製薬会社において研究
が進められ、注目を浴びている再生医
療分野。その研究を進めていくうえで
欠かせない装置が、作業室内の空気清
浄度等を確保する再生医療用キャビ
ネットです。このようなクリーンエアー
製品の販売・メンテナンスを通じ、環境・
社会貢献に努めております。

再生医療分野において特に細胞
操作用に適したキャビネット

生産現場の装置に取り付けら
れたセンサ情報をクラウドに上
げるIoTの導入が盛んな中、IoT
プラットフォームとして、開発に
かかるライセンス費の低減や開
発工数の短縮が図れる、ルネサス
エレクトロニクスのSynergyマイ
コンの拡販に注力しております。

Synergyマイコンでの早期開発に寄与
する開発ツール

第73期 第74期

売上高 （百万円）

8,512

■上半期 ■通期

16,079

7,677

第73期 第74期

（百万円）営業利益

1,029
726

■上半期 ■通期

308

第73期 第74期

売上高 （百万円）

■上半期 ■通期31,952

13,68713,476

営業利益 （百万円）

第73期 第74期

■上半期 ■通期

1,457

385149

売上高 （百万円）

第73期 第74期

■上半期 ■通期

11,213

3,2202,682

営業利益 （百万円）

第73期 第74期

■上半期 ■通期

996

34247

第73期 第74期

売上高 （百万円）

4,813

■上半期 ■通期

16,417

7,019

営業利益 （百万円）

第73期 第74期

■上半期 ■通期

279

7223

プラント事業 産業システム事業 社会インフラ事業 電子デバイス・コンポーネント事業
安全・安心・
快適な暮らしを実現すべく
環境と人にやさしい技術で
社会に貢献

先端技術を駆使した
ソリューションを提供し
社会に貢献

鉄鋼・石油・エネルギー
などのプラント分野に
最先端技術で貢献

化学・医薬品・紙パルプ・
機械・電気機器・
精密機器など幅広い
産業界の技術革新に貢献

CLOSE UP ! CLOSE UP ! CLOSE UP ! CLOSE UP !

※売上高構成比は第74期（2017年度）上半期実績で算出
※従来「社会インフラ事業」に含めておりました公共システムにつきましては当第1四半期より「産業システム事業」に変更しております。�
それに伴い、第73期の売上高および営業利益については、変更後の区分による数値を記載しております。

28.2%

売上高構成比

45.3%

売上高構成比

10.6%

売上高構成比

15.9%

売上高構成比

約58年ぶりに東武鉄道株式
会社殿・鬼怒川線に復活した
SL「大樹」に列車保安装置（列
車を安全に停止させる装
置）が採用されました。多彩な
列車運行を支え、「安全・安心」
「快適な乗り心地の実現」に
貢献してまいります。

東武鉄道株式会社�殿
SL「大樹」に列車保安装置納入

	事業紹介03 事業紹介
YASHIMA's Business 04
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	連結財務諸表05 連結財務諸表
Consol idated F inancia l  Statements 06

		資産の状況

		キャッシュ・フローの状況

		財務ハイライト

（単位：百万円）

1  流動資産　前期末に比べ92億11百万円減少。
（主な要因）電子記録債権14億67百万円増、受取手形及び
売掛金99億41百万円減少、未収入金15億71百万円減少。

2  流動負債　前期末に比べ89億13百万円減少。
（主な要因）支払手形及び買掛金88億31百万円減少、未払金
9億87百万円減少。

3  営業活動によるキャッシュ・フロー
3億44百万円の増加（前年同期は4億67百万円の減少）。
（主な要因）主なマイナス要因として、仕入債務の減少額90
億70百万円、未払金の減少額9億70百万円。
主なプラス要因として、売上債権の減少額86億26百万円。

4  投資活動によるキャッシュ・フロー
5億40百万円の増加（前年同期は22億86百万円の減少）。
（主な要因）主なプラス要因として、有形固定資産の売却に
よる収入5億74百万円。

科　目 当上半期
2017年9月30日現在

前　期
2017年3月31日現在

資産の部
流動資産 39,959 49,170
固定資産　 7,193 7,190
　有形固定資産 4,346 4,441
　無形固定資産 210 258
　投資その他の資産 2,636 2,490

資産合計 47,152 56,361

負債の部
流動負債 25,920 34,833
固定負債 3,769 4,268

負債合計　 29,690 39,102

純資産の部
株主資本 17,340 17,481
　資本金 1,585 1,585
　資本剰余金 1,037 1,037
　利益剰余金 14,718 14,859
　自己株式 △0 △0
その他の包括利益累計額 △245 △578
　その他有価証券評価差額金 609 388
　退職給付に係る調整累計額 △854 △966
非支配株主持分 367 355
純資産合計 17,462 17,258
負債純資産合計 47,152 56,361

科　目
当上半期

自�2017年4月� 1日
至�2017年9月30日

前上半期
自�2016年4月� 1日
至�2016年9月30日

売上高 30,234 30,856
売上原価 25,233 26,441
売上総利益 5,001 4,415
販売費及び一般管理費 4,839 4,836
営業利益又は営業損失（△） 161 △421
営業外収益 100 77
営業外費用 13 20
経常利益又は経常損失（△） 247 △365
特別利益 607 0
特別損失 522 49
税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△） 333 △413

法人税、住民税及び事業税 206 29
法人税等調整額 △102 △118
法人税等合計 103 △89
四半期純利益又は四半期純損失（△） 229 △324
非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△） 22 △7

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△） 206 △317

科　目
当上半期

自�2017年4月� 1日
至�2017年9月30日

前上半期
自�2016年4月� 1日
至�2016年9月30日

営業活動による
キャッシュ・フロー 344 △467
投資活動による
キャッシュ・フロー 540 △2,286
財務活動による
キャッシュ・フロー △647 △1,135

現金及び現金同等物の増減額 236 △3,890
現金及び現金同等物の期首残高 10,348 10,840
現金及び現金同等物の四半期末残高 10,584 6,949

		連結貸借対照表 		連結損益計算書

		連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

流動資産 399.5億円
（前期末比92.1億円減）

流動負債 259.2億円
（前期末比89.1億円減）

純資産 174.6億円
（前期末比2.0億円増）

固定資産 71.9億円
（前期末比0.03億円増）

固定負債 37.6億円
（前期末比4.9億円減）

期 首 残 高

営 業 活 動

投 資 活 動

財 務 活 動

四半期末残高

344

540

△647

10,348

10,584

1,68775,662

1,007

受注高  ■上半期 ■通期　受注残  ●上半期 ●通期
売上高  ■上半期 ■通期

営業利益   ■上半期 ■通期　営業利益率  ●上半期 ●通期 経常利益　■上半期 ■通期
親会社株主に帰属する当期（四半期）純利益　■上半期 ■通期

78,313
1,887

0.0

2.1

30,856

第72期 第73期 第74期 第72期 第73期 第74期 第72期 第73期 第74期

76,300
（予想）

30,234 0.5

2.4

241

2,009

82

1,81084,402
78,657 1,554

2,150
（予想）

1,450
（予想）

206

45,937 35,581
37,429

△421

247

△365 △317

0.5

2.7
（予想）

2,050
（予想）

161

受注高／受注残／売上高 営業利益／営業利益率 経常利益／親会社株主に帰属する当期（四半期）純利益（百万円） （百万円／%） （百万円）

41,503
37,293

43,866
40,289

184

1

3

4

2

ポイント解説
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		連結経営指標の推移
（単位：百万円）

（※1）�2015年3月期の親会社株主に帰属する当期（四半期）純利益は、土地及び建物の一部譲渡による特別利益を含んでおります。
（※2）�2016年3月期の親会社株主に帰属する当期（四半期）純利益は、負ののれん発生益による特別利益を含んでおります。
（※3）�2018年3月期の親会社株主に帰属する当期（四半期）純利益は、土地の譲渡による特別利益及び厚生年金基金からの脱退に伴う特別損失を含んでおります。

2018年3月16日(金)より2日間にわたってパシフィコ横浜で開
催される日本取引所グループ（JPX）及び東京証券取引所主催の
『東証IRフェスタ2018』に出展いたします。個人投資家の皆様に
当社の事業内容をより深くご理解いただけるよう、ブース内にて
ミニ会社説明会の開催やパネルを
展示し、わかりやすくご紹介いた
します。ぜひご来場の上、当社
ブースにお立ち寄りください。

2017年11月29日(水)〜
12月1日(金)の3日間にわた
り幕張メッセで開催さ
れるフジサンケイ�ビジネ
スアイ主催の「第5回鉄道
技術展2017�Mass-Trans�
Innovation�Japan2 017」
に出展いたします。この
鉄道技術展は鉄道関係者
を対象に、交通・鉄道シス
テム、横断的技術、土木・インフラ技術・施設、電力・輸送・運行
管理、車両、インテリア、旅客サービス関連他、あらゆる鉄道分野
の技術が一堂に会する総合見本市です。その中で当社は、駅設
備、車両基地、鉄道変電所に対する環境、省エネ等を含めた『八洲
ソリューションビジネス』を鉄道業界に広くPRいたします。

2017年7月19日(水)、24
日(月)、25日(火)に全社員
を対象とした「不当要求対
応社内講習会」を実施しま
した。当日は社外講師を招
き、反社会的勢力に関す
る座学講習や不当要求へ
の対応ロールプレイング講
習を行いました。
今後も研修等を通し社員

一人ひとりの意識の向上を目指し、引き続きコンプライアンスの
徹底を図ってまいります。

2017年12月７日(木)に野村インベスター・リレーションズ株式
会社様企画の『合同個人投資家セミナー』に参加いたします。今回

は2回目の参加となり、当日は、個
人投資家の皆様に当社の会社概
要や事業概要、株式情報などを説
明いたします。

『東証IRフェスタ2018』に出展します！ 鉄道技術展に出展します！

コンプライアンス研修を実施しました野村IR『合同個人投資家セミナー』に
参加します！

前回出展時の様子

前回参加時の様子

前回出展時の様子

催 事 名 称 東証ＩＲフェスタ2018
主 催 日本取引所グループ（ＪＰＸ）／東京証券取引所
会 期 2018年3月16日（金）～17日（土）10:00～18:00
会 場 パシフィコ横浜	展示ホールB
出 展 社 数 80社（見込み）
入 場 料 無料

開催概要

開 催 日 時 2017年12月7日（木）14：40～15：40
会 場 TKP東京駅日本橋カンファレンスセンター

開催概要

Other

Other

IR Other その他 CSR

2015年3月期 2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期

上半期 通　期 上半期 通　期 上半期 通　期 上半期 通期（予想）

受注高 37,116 79,967 45,937 84,402 37,429 78,657 34,224 —

売上高 30,041 82,605 35,581 78,313 30,856 75,662 30,234 76,300

経常利益 291 1,858 241 2,009 △365 1,687 247 2,150

親会社株主に帰属する
当期（四半期）純利益 105 1,504 82 1,810 △317 1,007 206 1,450

純資産額 13,968 15,515 15,304 16,423 15,858 17,258 17,462 —

総資産額 40,548 57,288 48,804 53,647 46,549 56,361 47,152 —

有利子負債 453 828 2,438 2,646 1,841 1,547 1,257 —

1株当たり純資産額（円） 624.72 695.28 685.35 736.41 712.11 776.04 784.83 —

1株当たり当期（四半期）
純利益（円） 4.85 69.07 3.77 83.13 △14.57 46.27 9.49 66.57

自己資本比率（%） 33.56 26.43 30.59 29.90 33.32 29.99 36.25 —

ROE（%） — 10.42 — 11.61 — 6.12 — —

ROA（%） — 2.75 — 3.26 — 1.83 — —

従業員数（人） 974 970 980 995 1,009 1,006 1,014 —

（※1） （※2） （※3）（※3）

※参加ご希望の方はIR広報部までご連絡願います。
TEL�:�03-3507-3349／Eメール�:�ir@yashimadenki.co.jp
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商 　 号 八洲電機株式会社
Yashima�Denki�Co.,�Ltd.

創 　 立 1946年8月8日
資 本 金 1,585百万円
従業員数 連結1,014名（単体597名）
本 　 社 〒105-8686�

東京都港区新橋三丁目1番1号

本 社 〒105-8686�東京都港区新橋三丁目1番1号
エンジニアリング
セ ン タ ー 〒116-0014�東京都荒川区東日暮里三丁目11番17号

西日本支社
（関西支店）

〒541-0042���大阪府大阪市中央区今橋三丁目3番13号���
ニッセイ淀屋橋イースト4F

西日本支社
（中国支店）

〒730-0051�広島県広島市中区大手町三丁目8番1号
大手町中央ビル8F

岡 山 支 店 〒710-0824�岡山県倉敷市白楽町249番地5�倉敷商工会館5F

各事業所等

東北営業所、日立事業所、茨城営業所、鹿島営業所、千葉
事業所、京浜事業所、知多営業所、堺営業所、倉敷事業所、
水島事務所、福山事業所、呉営業所、東予事務所、周南事業所、
大分事業所、福岡営業所、佐世保連絡所

グループ会社

■ 八洲電子ソリューションズ株式会社
 〒105-8686　東京都港区新橋三丁目1番1号

■ 

中国・上海市茂名南路205号�瑞金大厦�25楼�200020
■ 八洲産機システム株式会社
 〒105-8686　東京都港区新橋三丁目1番1号
■ 株式会社ヤシマ・エコ・システム
 〒116-0014　東京都荒川区東日暮里三丁目11番17号
■ ヤシマコントロールシステムズ株式会社
 〒739-1752　広島県広島市安佐北区上深川町701番1号�
■ 株式会社中国パワーシステム 
 〒730-0015　広島県広島市中区橋本町10番6号�広島NSビル3F
■ 株式会社テクノエイト 
 〒105-8686　東京都港区新橋三丁目1番1号�
■ Yashima Denki Singapore Pte.Ltd.�
�  7�Tampines�Grande,#02-02�Hitachi�Square,Singapore�528736

		会社の概況 		主要拠点

ブランドのシンボルとなるコーポレート・ステートメントロゴは、全社員の投票によって
決定したものです。経営理念である『信・愛・和』をイメージし、「信用・信頼･誠実」を表すブ
ルーの文字に、情熱を表すレッドの円環を重ねることで、創業以来築き上げてきた伝統とス
タイルを継承しつつも、常に未来を見据えた姿勢を表現しています。

発行可能株式総数�� 50,000,000�株
発行済株式総数�� 21,782,500�株
株　主　数� � � � 24,159�名

		株式の状況

		所有者別分布状況

株 式 数
21,782,500株

（100 %）

外国法人等
587,550株
（2.7％）

自己名義株式
1,184株
（0.0％）

証券会社
169,880株
（0.8％）
その他法人
2,643,800株
（12.1％）

個人・その他
15,410,486株
（70.8％）

金融機関
2,969,600株
（13.6％）

コーポレート・ステートメントロゴ

2017年9月24日(日)、東京都調布市立杉森小学校で開催
された「第15回�こどもあそび博覧会」（調布市の地域貢献活動
を行うサークル「YDAS2017実行委員会」主催）に参加・出展しま
した。「こどもあそび博覧会」は毎年調布市の小学校をまわり、
こどもたちに新たな体験やあそびを知ってもらうとともに、調布
市で活躍する様々な団体の活動を紹介するイベントです。
当社は東京都水道局様のご協力のもと、日立製作所様と共同

で「チーム深大寺浄水所」として参加し、来場されたお子様や
保護者の方約300名にペットボトルを使用した「ろ過装置」や

簡易的な模型を使用した「浄水場の仕組み」と当社が行って
いる工事について、実演・説明を行いました。今回のイベントを
通し、地域住民の皆様とコミュニケーションを図るとともに、
水道局の役割や仕組み、水道
工事の大切さなどについてご
理解を深めていただくことが
できました。

2017年度版「八洲のCSRレポート2017」を発
行しております。本レポートでは、当社のビジネス
スタイルや納入事例を中心とした事業紹介、当社
グループ「エンジニアリング力」の紹介、環境保全
等社会貢献活動、国内グ
ループ会社の紹介やその
環境活動報告等、当社グ
ループのCSR活動への取
組みを幅広く紹介してお
ります。ホームページにも
掲載しておりますので、ぜ
ひご覧ください。

●�ホームページでもご覧いただけます。
http://www.yashimadenki.co.jp/environment_04.php

「第15回 こどもあそび博覧会」に参加・出展しました

CSRレポート

当社ホームページは、｢会社案内｣｢事業紹介｣｢株主・投資家の皆さまへ｣｢環境への取り組み」等の各ページにおいて、
当社に関する様々な情報を発信しております。 http://www.yashimadenki.co.jp/八洲電機 検索

		ホームページのご案内

2017年度版「八洲のCSRレポート2017」

※�YDAS：「やあやあドリームオール
スターズ」の通称。

IR Other その他 CSR

Other

2017年7月13日(木)、9月14日(木)に芝地区生活安全・環境美化活動推進
協議会主催の「芝地区クリーンキャンペーン〜路上喫煙ゼロのまち！〜」に当社
社員が参加しました。
この活動は、港区をさらに「安全できれいなまち」にすることを目的にし

ており、当社は2010年より継続して参加しております。キャンペーンでは内
幸町駅・御成門駅周辺や新橋駅周辺の清掃活動や喫煙マナー向上のための啓
発活動等を行いました。
今後も地域の皆様と協力し、継続して社会貢献活動に努めてまいります。

「芝地区クリーンキャンペーン」に参加しました

21名の社員が参加（7/13） 過去最多となる45名の社員が参加（9/14）
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〒105-8686　東京都港区新橋三丁目1番1号　TEL.03-3507-3711

http://www.yashimadenki.co.jp/

株主の皆様からのご支援に感謝し、投資魅力を高め、株式を長期間保
有していただくため、配当と株主優待制度を実施しております。

●権利確定日：	毎年3月末
●配 当 金 額：	1株当たり16円
	 第74期（2018年

3月期）予想

		株主還元

第74期（予想）
（2018年3月期）

16円

第72期
（2016年3月期）

15円

第73期
（2017年3月期）

16円
記念配当
2円

増配
3円

配当について

株主優待制度について

株式関連指標

●	対象となる株主様：		毎年9月末日現在の当社株主名簿に記載又は記録され
た1単元（100株）以上保有されている株主様

●	優待の内容：		保有株式数に応じて「全国共通お食事券／東日本復興支援ジェフ
グルメカード」を贈呈させていただきます。
●200株以上	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	� 	2,000円分
●100株以上200株未満	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	�	 	500円分

※�「東日本復興支援ジェフグルメカード」は、全国約35,000店の身近なお店でご利用いただける全国
共通お食事券です。
※�ご利用できるお店は「ジェフグルメカード」のホームページ（https://www.jfcard.co.jp）よりご確
認いただけます。

445円

14,827.83円
576円

19,206.99円

551円

16,758.67円
18,909.26円

667円

96
125

0.83 0.75 0.86

120
145

0.71

20,356.28円

928円

1.18

202

（倍）

2017年
3月末

2017年
9月末

2014年
3月末

2015年
3月末

2016年
3月末

■当社時価総額　■PBR
■当社株価　■日経平均株価

（億円）
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株主還元（配当・優待）／株式データ（2017年9月30日�現在）
Shareholder Return /  Stock Informat ion

●上場取引所 東京証券取引所市場第一部
●証券コード 3153
●事業年度 4月1日から翌年3月31日まで
●定時株主総会 毎年6月
●基準日 3月31日及びあらかじめ公告する

一定の日
●公告方法 電子公告により行います。

公告掲載URL：
http://www.yashimadenki.co.jp/
※�ただし、事故その他やむを得ない事由に
より電子公告をすることができない場合
は、日本経済新聞に掲載いたします。

●1単元の株式数 100株
●株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社

●同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社�
証券代行部�
東京都府中市日鋼町1-1
電　話� 0120-232-711（通話料無料）
郵送先� 〒137-8081　
� 新東京郵便局私書箱第29号
� 三菱UFJ信託銀行株式会社�
� 証券代行部

（ご注意）
1．株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきまし
ては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社
等）で承ることとなっております。口座を開設されている証
券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信
託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまし
ては、特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問
合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお
取次ぎいたします。

株主メモ
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